
































































































調査票の配布は，平成 24年 2月の実学臨床教育 I・II・IIIそれぞれの全体講義で一斉におこな
い，回収は学生個々に直接提出した。
調査期間は，それぞれの全体講義が終了した後，約 7日間とした。

































男性 10 5 5 20
女性 31 28 29 88
合計 41 33 34 108
表 2　取得を目指す資格　（N=108　複数回答）
度数 有効パーセント
有効 社会福祉士 57 54.3
精神保健福祉士  6  5.7
介護福祉士 18 17.1
訪問介護員 2級 20 19.0
保育士 ･幼稚園教諭 12 11.5
小学校教諭  8  7.6
中学・高等学校教諭 37 35.2
特別支援学校教諭 27 25.7





将来どのような職業を目指しているのか，下記の表 3のとおり ｢施設相談員｣ ｢介護・支援員｣
｢社会福祉協議会・福祉行政職員｣ ｢保育士｣ ｢学校教員｣ ｢臨床心理士｣ ｢企業｣ ｢未定｣ ｢その他｣
の 8つを設定し 1つ選択するよう質問した。
表 3　希望する職業 （N=108）
　 　 I II III 全体
有効 施設相談員 21.9 12.1 20.6 18.6
　 介護・支援員 12.2 33.3 17.6 20.4
社協・福祉行政職員 14.7 12.2 20.6 15.7
　 保育士 4.9 3.0 .0 2.8
　 学校教員 36.3 15.2 26.5 26.9
　 臨床心理士 4.9 6.1 2.9 4.6
　 企業 2.4 .0 11.8 4.6
　 未定 2.4 18.2 .0 6.5
　 合計 100.0 100.0 100.0 100.0
社会福祉専門職（相談員，介護・支援員，社会福祉協議会や福祉行政職員，保育士）を目指す













ション能力を高める｣ ｢実践行動力を高める｣ ｢現場を理解する｣ ｢視野を広げる｣ ｢専門的な知識
や技術を修得する｣ ｢文章やプレゼンテーション能力を高める｣ ｢講義（理論）と実習（実践）を
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一致させる｣ ｢働くことを理解する｣ ｢その他｣ の 11項目から 1つ選択するよう質問した。
1）　入学時の教育プログラムのイメージ
表 4　入学時の実学臨床教育イメージ （N=108）
　 I II III 全体
有効 自分を理解する 10.3 9.1 5.9 8.5
他者を理解する 23.1 9.1 5.9 13.2
コミュニケーション能力を高める 69.2 60.6 50.0 60.4
実践行動力を高める 46.2 72.7 67.6 61.3
現場を理解する 53.8 63.6 70.6 62.3
視野を広げる 33.3 30.3 41.2 34.9
専門的な知識や技術を修得する 35.9 30.3 32.4 33.0
文章やプレゼンテーション能力を高める 10.3 6.1 8.8 8.5
講義（理論）と実習（実践）を一致させる 7.7 .0 11.8 9.4
働くことを理解する 5.1 9.1 2.9 5.7
　 その他 .0 .0 2.9 　0.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
大学入学当初は，｢現場を理解する｣（全体 62.3%）ことが教育プログラムのイメージとして強
かった。そして，｢実践行動力を高める｣（全体 61.3%），｢コミュニケーション能力を高める｣（全
























きたのか，下記の表 6から表 9まで 4つ質問を設定した。質問は ｢できなかった｣ ｢できなかっ
ただろう｣ ｢できただろう｣ ｢できた｣ から 1つを選択するよう質問した。
1）　目標や課題を意識して取組むことができましたか
表 6　実習で目標や課題を意識すること （N=108）
I II III 全体
有効 できなかった 2.5 9.1 2.9 4.7
できなかっただろう 10.0 39.4 44.1 29.9
できただろう 65.0 48.5 35.3 50.5
できた 22.5 3.0 17.6 15.0






　 I II III 全体
有効 自分を理解する 25.6 27.3 35.3 29.2　
他者を理解する 46.2 27.3 41.2 38.7　
コミュニケーション能力を高める 53.8 51.5 29.4 45.3　
実践行動力を高める 51.3 51.5 61.8 54.7　
現場を理解する 48.7 39.4 44.1 44.3　
視野を広げる 33.3 63.6 32.4 42.5　
専門的な知識や技術を修得する 15.4 .0 14.7 11.3　
文章やプレゼンテーション能力を高める 10.3 18.2 23.5 17.0　
講義（理論）と実習（実践）を一致させる 2.6 9.1 .0 3.8　
働くことを理解する 7.7 3.0 8.8 7.6　
その他 .0 .0 2.9 0.9　






I II III 全体
有効 できなかった 0.0 3.0 2.9 1.9
できなかっただろう 15.0 27.3 26.5 22.4
できただろう 62.5 60.6 55.9 59.8
できた 22.5 9.1 14.7 15.9











I II III 全体
有効 できなかった 2.5 3.0 11.8 5.6
できなかっただろう 5.0 18.2 11.8 11.2
できただろう 60.0 60.6 38.2 53.3
できた 32.5 18.2 38.2 29.9






表 9　教育プログラムを 4年間継続すること （N=108）
I II III 全体
有効 できない .0 6.3 .0 4.9
できないだろう 5.1 3.1 3.1 1.0
できるだろう 64.1 43.8 43.8 51.5
できる 30.8 46.9 53.1 42.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
大学入学時の早い時期から 4年間にわたって継続的にこの教育プログラムを履修することに







ているのかを下記の表 10，表 11のとおり項目からそれぞれ 1つ選択するよう質問した。
1）　教育プログラムへの期待
表 10　教育プログラムに対する期待 （N=108）
I II III 全体
有効 自分を成長させられそう 52.5 48.5 50.0 50.5
現場を理解できそう 12.5 12.1 9.4 11.4
現場実践ができそう 12.5 3.0 9.4 8.6
視野が広がりそう 12.5 18.2 15.6 15.2
卒業後に役立ちそう 7.5 12.1 .0 6.7
たくさんの人と関われそう .0 6.1 12.5 5.7
期待はない 2.5 6.1 3.1 1.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
｢自分を成長させられそう｣（全体 50.5%）と期待する学生が最も多い。他の ｢視野が広がりそ








I II III 全体
有効 利用者との対人関係 5.0 0.0 9.4 4.8
施設職員や担当教員との対人関係 5.0 27.3 .0 10.5
実学の仲間との対人関係 10.0 27.3 .0 3.8
時間の遣い方 45.0 18.2 53.1 41.9
自分の適応力や健康管理 20.0 15.2 18.8 19.0
意欲の維持 7.5 3.0 12.5 11.4
不安はない 7.5 9.1 3.1 1.9
その他 .0 .0 3.1 6.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
｢時間の遣い方｣（全体 41.9%）に不安を感じている学生が多い。それぞれの履修プログラムを









の理解を深める｣ ｢他者の理解を深める｣ ｢現場の理解を深める｣ ｢働くことの理解を深める｣ ｢実
践行動力を高める｣ ｢コミュニケーション能力を高める｣ ｢文章・プレゼンテーション能力を高め
る｣ ｢専門的な能力や技術を修得する｣ ｢視野を拡大させる｣ ｢講義（理論）と実習（実践）を一







そして，教育プログラム Iでは ｢自己の理解を深める｣ よりも ｢他者の理解を深める｣ 学びを








祉施設などで実習を積み重ね，｢実践力｣ や ｢考察力｣ ｢課題解決能力｣ などの諸能力を身につけ
ることが目的であった。










I II III 全体
有効 自己の理解を深める 10.3 18.8 29.0 18.6
他者の理解を深める 38.5 31.3 25.8 32.4
現場の理解を深める 25.6 34.4 25.8 28.4
働くことの理解を深める 5.1 6.3 .0 3.9
実践行動力を高める 69.2 71.9 74.2 71.6
コミュニケーション能力を高める 38.5 34.4 41.9 38.2
文章・プレゼンテーション能力を高める 20.5 18.8 32.3 23.5
専門的な知識や技術を修得する 33.3 34.4 25.8 31.4
視野を拡大させる 33.3 43.8 32.2 36.3
講義 (理論 )と実習 (実践 )を一致させる 12.8 .0 6.5 6.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
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識も高い（表 9）。学生との関わりを通して，｢4年間の継続を自分の自信にしたい｣ や ｢最後ま
でやりきりたい｣ という言葉を耳にすることもある。教育プログラム IIIまでを履修する学生は，
4年間の教育プログラムを修了する割合が高いことも既にわかっている。
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